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全
国
的
に
も
珍
し
い
屏
風
仕
立
て
の
川
絵
図
で
、
米
沢
藩
関
係
者
に
よ
っ
て
、
同
藩
の
舟
運
関
係

者
が
利
用
、
鑑
賞
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
描
か
れ
た
も
の
。

右
隻
の
右
上
方
と
左
隻
の
左
上
方
に
「
古
泉
斎
図
之
」
と
あ
り
、
作
者
は
古
泉
斎
で
あ
る
こ
と
が

わ
か
る
が
、
そ
の
来
歴
は
不
明
で
あ
る
。

描
か
れ
た
年
代
は
記
さ
れ
て
お
ら
ず
、
黒
井
堰
の
大
樋
が
描
か
れ
て
い
る
の
で
、
寛
政
七
年
以
降

の
作
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
の
み
で
あ
る
。

こ
の
屏
風
は
（
財
）
宮
坂
考
古
館
の
創
始
者
故
宮
坂
善
助
氏
の
母
親
が
、
米
沢
市
仲
町
の
機
屋
小

倉
某
か
ら
入
手
し
た
も
の
と
い
い
、
屏
風
の
裏
面
に
「
小
国
町
三
ノ
輪
主
」
と
書
き
込
み
が
あ
る
が
、

小
国
町
は
宮
坂
家
の
所
在
地
の
旧
町
名
で
あ
り
、
三
ノ
輪
は
宮
坂
家
に
伝
わ
る
も
う
一
つ
の
姓
で
あ

る
。右

隻
の
右
上
方
、
糠
野
目
か
ら
左
へ
描
き
始
め
、
上
・
中
・
下
の
三
段
に
曲
流
さ
せ
て
、
左
下
方

の
新
戸
（
荒
砥
）
で
右
隻
が
終
わ
っ
て
い
る
。
左
隻
は
こ
れ
を
受
け
て
右
下
方
、
正
部
か
ら
は
じ
ま

り
、
逆
に
下
・
中
・
上
と
三
段
に
曲
流
さ
せ
、
左
上
方
の
左
沢
で
終
わ
っ
て
い
る
。

沿
岸
の
村
々
の
家
並
み
や
堂
舎
を
は
じ
め
と
す
る
景
観
、
最
上
川
を
往
来
す
る
船
、
川
の
中
の
岩

礁
や
瀬
・
渕
等
々
、
か
な
り
詳
細
に
、
写
実
的
に
、
色
彩
豊
か
に
描
か
れ
て
い
る
。

難
所
の
注
記
は
、
危
険
度
に
よ
り
大
難
・
小
難
・
名
称
の
み
の
三
段
階
に
分
け
て
示
し
て
い
る
の
が

特
徴
で
あ
る
。

荷
物
を
積
ん
で
上
り
下
り
す
る
小
鵜
飼
船
と
み
ら
れ
る
数
多
く
の
川
船
が
描
か
れ
、
最
上
川
が
上

流
部
に
あ
っ
て
も
重
要
な
交
通
路
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
が
、
宮
（
長
井
市
）
の
す
ぐ
上

流
に
二
人
の
人
足
に
曳
か
れ
て
上
流
に
向
か
っ
て
い
る
船
が
見
え
、
曳
船
人
足
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な

か
っ
た
最
上
川
上
流
舟
運
の
き
び
し
い
実
態
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。

屏
風
に
描
か
れ
て
い
る
八
つ
の
札
所
観
音
は
い
ず
れ
も
置
賜
三
十
三
観
音
に
属
す
る
も
の
で
、
観

音
信
仰
と
札
所
順
礼
の
盛
行
が
う
か
が
え
る
。

ま
た
、
屏
風
に
は
、
川
魚
を
獲
っ
た
簗
場
を
指
す
と
み
ら
れ
る
「
や
な
は
」
の
注
記
が
宇
津
野
（
朝

日
町
）
お
よ
び
大
巻
（
大
隅
、
同
）
に
、
四
つ
手
網
漁
を
し
て
い
る
姿
が
森
（
長
井
市
）
付
近
に
描

か
れ
、
さ
ら
に
船
衆
の
姿
や
街
道
を
往
来
す
る
人
々
の
様
子
も
生
き
生
き
と
描
か
れ
て
お
り
、
こ
の

松
川
舟
運
図
屏
風
は
、
舟
運
史
上
は
勿
論
、
当
時
の
風
俗
を
知
る
上
で
も
貴
重
な
資
料
と
い
う
こ
と

が
で
き
る
。
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